
う 292-3121　え 292-5400　お webmaster@town.ogose.saitama.jp役場ですハイ！

　　　生の梅の起源は、西暦 1350 年に九州
大宰府に流された菅原道真公の霊を当地の
梅園神社に分祀した折に記念に植えられた
のが始まりと伝えられている。
　越生梅林の園内には、樹齢 670 年以上の
「魁雪」を始めとする越生野梅 ( おごせやば
い )など約 200 本の古木が残っている。
　その後、江戸時代には梅が商品価値を持つ
ようになり、『新編武蔵風土記稿』には「土
地梅に宜しく梅の樹を多く植ゆ、實を取りて
梅干しとして江戸へ送る」と記され、既に梅
は越生の特産品となっていたことが伺える。
　明治から大正時代にかけては、越生の梅干しが皇室への献上品とされた記録が残って
いる。

　　　の園地栽培は津久根・小杉地区などの越生梅林を中心に行われていたが、昭和８
年頃より上野地区などでも行われるようになった。
　昭和 20年代の梅の栽培面積は約５ｈａであったが、昭和 30年代になり梅の食品価値
が見直され、漬けうめ用のほかに梅酒用としての需要が広がったことや、特産地育成事
業にもとづき町の指導もあり、昭和３５年頃から増加の一途をたどり、昭和 45年には、
35ｈａとなり県内１位の栽培面積となった。
　その後も、植栽が進み、平成５年には 52ｈａとなり、品質面においても、「越生うめ」
としての銘柄は京浜各市場で高く評価され、関東における梅の特産地として定着をみせた。
現在でも、収穫量・栽培面積ともに県内随一で約 30ｈａ栽培されている。

　越生町が、梅産地ということを知らない方、また、越生の梅のＰＲ、梅の歴史や種類、
特徴、農家の仕事についてなど３か月に１回、１年間、広報記事に掲載します。

第１回 梅の歴史について
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▲樹齢 670 年以上の「魁雪」
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　運動サポーターによる体操教室を下記の通り実施しています。

内　容　演歌を利用した体操（エンカサイズ）、ストレッチやレクリエーションなど
費　用　無料
持ち物　飲み物・体育館シューズ・タオルなど
申込み　不要　直接会場へお集まりください。

あ越生町地域包括支援センター
　う２９２-５５０５

リフレッシュ体操教室のお知らせ

会場 対象地区 曜日 時間

やまぶき公民館

越生東１・越生東２・如意・しらさ
ぎ・如意東・鹿下・大谷・古池・黒岩・
河原・新宿・上町・仲町・本町・上台・

西和田

第１～４
木曜日

午後１時 30分～
午後２時 30分

地域交流センター 上野１・上野２・唐沢・上野東 第１・２
木曜日

午後１時 30分～
午後２時 30分

梅園コミュニティ館 津久根・小杉・麦原・上谷・成瀬・堂山・
龍ケ谷・大満・黒山

第１・３
水曜日

午前 10時～
午前 11時

口腔講話を実施します新・増築建物の家屋調査にご協力ください
　毎月、リフレッシュ体操教室の中で、栄養や
口腔など幅広い講話を実施しています。今月は、
口腔講話を実施する予定です。お気軽にご参加
ください。
日程　７月 20日（木）
時間　午後１時 30分～３時
会場　やまぶき公民館
対象　65歳以上の方・リフレッシュ体操教室の

参加者の方
内容　口腔について
講師　歯科衛生士　上村ゆかり氏

あ越生町地域包括支援センター
　う２９２-５５０５

　町では、家屋の固定資産税評価額算定のため、
令和５年１月２日以降に家屋や車庫など新築及
び増築された建物を対象に家屋調査を実施して
います。少面積の増築をした場合も、調査の対
象となることがありますので、お問い合わせく
ださい。
　調査にあたっては、税務課職員が日程をご連
絡してからお伺いします。事前に日時を指定し
たい場合は、担当までご連絡をお願いします。
なお、家屋を取り壊した場合もご連絡をお願い
します。
※調査員（税務課職員）は、固定資産評価補助
員証を携帯しています。不審と思われるとき
はお知らせください。

あ税務課　課税担当
　う内線１３３・１３４
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